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　理学部生物学科は、学生の間では 「り
・な・ま（理・生）」 と呼ばれているそ
うです。その名の通り、私たちは「なま
の生き物を丸ごと理解する」という目的
で教育・研究を行っています。
　生物学科は、1877（明治10）年、東京
大学創設とともに設置された歴史のある
学科です。2017年には140周年を迎えま
した。長い歴史を誇るとともに、もっと
大切なことは、ここで学んでいるみなさ
んが楽しみながら「生き物」について勉
強し、研究するということです。
　みなさんが生物学科に進学すると、授
業の多くを、理学部2号館という趣のあ
る建物で受けることになります。また、
実習は理学部2号館に加え、附属施設で
ある植物園（小石川・日光）、臨海実験
所（三崎）等でもおこなわれ、建物の外

に出て直接自然に触れることができま
す。
　「りなま」では、生き物を見る目を養
って欲しいと思います。その目とは、
「先入観を持たずに物事を見る」のでは
なく、「先入観無くして物事を見ること
はできないと自覚した目」 です。「知」に
偏ることなく、「識」を高め、あるがまま
の生き物の姿を見つめることで、 新たな
発見が生まれるのです。
　生物学を学ぶに当たって大事なキーワ
ードは 「進化」です。進化なくして今の
生き物は存在しませんし、生物学も成り
立ちません。「りなま」では多様な生き物
を扱います。その中には、モデル生物と
呼ばれる材料もありますが、ヒトも含め
た、モデル生物ではないいろいろな生き
物も研究・学修の対象になります。生物

の「多様性」を忘れないとともに、広く
浅く学ぶのではなく、「生き物の理」を一
層掘り下げ深化させてください。いろい
ろな側面をもった生物学に接し、共に学
んでいきましょう。
　ところで、「りなま」を卒業すると、そ
の先には何があるのでしょう？　大学院
に進学して研究者になる？　答えはYes

です。多くの先輩が研究者になって活躍
しています。が、卒業生の進路は多岐に
渡り、起業家も、官僚も、会社員・社長
もいますし、なかには作家やイラストレ
ーターになった先輩もいます。
　興味をもってくれた人は、ぜひ理学
部2号館に来て、「りなま」を自分の「目」
で見て、肌で感じて、進学を考えてもら
えたら幸いです。

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

生き物をなまで丸ごと理解する

ニホンザル二足歩行解析のための
解剖学的筋骨格モデル

ヒトE S細胞から分化した神経幹細
胞（青）とニューロン（赤）

誘引物質を感知し、濃度の高い場
所（赤色）にトラップされて伸長す
る、被子植物トレニアの花粉管

2年次～ 4年次の学科選択の流れ

A系：人類学 B系：植物学／動物学

　3年次では、学生さんの興味や希望
に基づいて、主として人類学を学ぶA

（Anthropology）系と、主として基礎生
物学（主に植物学と動物学）を学ぶB

（Basic biology）系に分かれて学修しま
す。ただし、4年次の研究室配属では、
A系・B系いずれの学生さんもすべての
生物学科研究室から選ぶことができま
す。詳しいカリキュラムについては8～
12ページで説明していますが、A系の教
育は理学部2号館と総合博物館の教員、
B系の教育は理学部2号館と附属臨海実
験所、附属植物園の教員が担当します。
いずれも多彩な生命現象の基本原理と
その多様性の解明を目的として、分子
（ミクロ）から細胞、組織、器官、個体、
集団（マクロ）に至るさまざまな生命現
象を対象とした最先端の研究を行う教

2年生

A系・B系選択

研究室選択

3年生

4年生
特別実習Ⅰ
（プレ卒研①）

特別実習Ⅱ
（プレ卒研②）

特別実習Ⅲ
（卒業研究）

研究室ローテーション
人・動・植すべての研究室から選択可能

カリキュラム

員陣による教育課程です。分子生物学、
分子遺伝学、細胞生物学、生理学、発
生生物学、理論生物学、生態学、系統
分類学、進化生物学、人類学など、多岐
にわたる生物学の学問分野を学びます。

また、さまざまな霊長類や植物、動物に
直に触れるという実習内容はA系・B系
に共通する当学科の特色であり、特に
野外実習は多くの学生さんにとって思い
出深く、楽しい経験になるようです。

生物学の基礎的な講義
人・動・植 各分野の入門講義
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研究分野

理学部2号館講堂に集まった教員陣。好奇心旺盛な科学者たちでもあります。

field of study

【 生物化学科併任 】

1分子遺伝学研究室 上村 想太郎　教授
島 知弘　助教
飯塚 怜　助教

人類進化生体力学研究室 荻原 直道　教授

【 A系 】人類学分野

ヒトゲノム多様性研究室

形態人類学研究室 近藤 修　准教授

進化人類学研究室

ゲノム人類学研究室

井原 泰雄　准教授

【 B系 】動物学分野

動物発生学研究室 武田 洋幸　教授
入江 直樹　准教授
中村 遼平　助教
井上 雄介　助教
馬谷 千恵　助教
河西 通　特任助教

附属臨海実験所 三浦 徹　教授
吉田 学　准教授
黒川 大輔　助教
岡西 政典　特任助教

進化系統学研究室 上島 励　准教授

脳機能学研究室 榎本 和生　教授
鈴木 郁夫　准教授
植松 朗　特任講師
辻 真人　助教
石井 健一　助教
古澤 孝太郎　特任助教

【 B系 】植物学分野

生体制御研究室 杉山 宗隆　教授
伊藤 恭子　准教授

植物生態学研究室 寺島 一郎　教授
種子田 春彦　准教授
上園 幸史　助教
小口 理一　特任講師
河野 優　特任助教

発生進化研究室 塚谷 裕一　教授
古賀 皓之　助教
中山 北斗　助教

遺伝学研究室 角谷 徹仁　教授
稲垣 宗一　准教授
藤 泰子　助教
佐々木 卓　特任助教
越阪部 晃永　特任助教

附属植物園 川北 篤　教授
舘野 正樹　准教授
望月 昂　助教

植物進化学研究室 土松 隆志　准教授

発生細胞生物学研究室
東山 哲也　教授
吉田 大和　准教授
奥田 哲弘　助教
水上 茜　特任助教

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

FACULTies & Laboratories
生物学科担当教員・研究室一覧

集団社会

個体

細胞

組織器官

構造 情報
伝達系 発生 生理 進化 理論／

情報解析

分子

ゲノム

生体制御
遺伝学
植物生態学
発生進化
多様性起源学
附属植物園
発生細胞生物学
植物進化学

I
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J
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M

N

動物発生学
生体情報学
細胞生理化学
進化系統学
脳機能学
臨海実験所

Q

P

O

S

R

T

1分子遺伝学U

人類生物学・遺伝学
人類進化・生体力学
形態人類学
ヒトゲノム多様性
進化人類学
ゲノム人類学

C

B

F

A

E

D

Laboratory

研究分野ダイアグラム

大橋 順　教授
針原 伸二　助教

太田 博樹　教授
小金渕 佳江　助教

細胞生理化学研究室 久保 健雄　教授
國枝 武和　准教授
深澤 太郎　助教
河野 大輝　助教
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2年Aセメスター

生物学科選択科目

関連学科の開講する
選択科目

遺伝学

生物化学概論Ⅰ

動物系統分類学

生物情報学基礎論Ⅰ

植物形態学

化学熱力学Ⅰ

進化生物学

生物化学概論Ⅱ

細胞生理学

生物情報学基礎論Ⅱ

人類生物学

無機化学Ⅰ

生態学概論

骨格人類学実習

霊長類学

生化学・分子生物学

有機化学Ⅰ

3年Sセメスター

A系 B系

生物統計学演習

分子進化学

細胞生物学

植物科学野外実習Ⅰ＊

植物科学野外実習Ⅱ＊

植物科学野外実習Ⅲ＊

選択必修科目

PCでのプログラミングを利用して、統計解析のための基礎知識を実践習得。

分子進化 ・生物進化を調べる理論的背景と統計解析手法について学ぶ。

オルガネラや細胞骨格などをベースとし、細胞内での現象を学ぶ。

附属植物園（日光）での実習。園内や湖畔、高山地帯の植生と分類を学ぶ。

西表島（石垣島）において植物学のフィールド実習を行う。

八ヶ岳または富士山での実習。森林生態を学び、実地調査の方法を体験。

＊集中講義（講義情報の詳細は、便覧またはシラバスを確認のこと）医学部と共通の科目

人類進化学

人類生体機構学

動物発生学Ⅰ

植物発生学Ⅰ

動物生理学Ⅰ

植物生理学Ⅰ

選択科目（一例）

人類学の背景、および人類進化の
遺伝的基盤について学ぶ。

ヒトの運動機能と身体構造の進化
について学ぶ。

脊椎動物の胚発生について集中的
に学ぶ。

被子植物の栄養成長相（葉・茎・根）
における形態形成の仕組みを学ぶ。

神経系と内分泌系という動物固有
の生体情報系について学ぶ。

植物ホルモン、細胞壁、病理など植
物に特徴的な生理のしくみを学ぶ。

人類遺伝学 動物発生学Ⅱ

植物発生学Ⅱ

集団生物学 動物生理学Ⅱ

植物生理学Ⅱ

進化動物学

選択科目（一例）

ヒトの集団史、および表現型と多型
の関連を調べる手法について学ぶ。

器官の形成・再生の機構や幹細胞
について学ぶ。

被子植物の成長相転換、生殖成長
相（花）の形態形成を学ぶ。

数理生物学で使用する数理モデル
について学ぶ。

脳・神経の構築・機能、神経の関わる
諸現象（意識や疾患）の原理を学ぶ。

光合成を中心とした植物特有の物
質代謝を学ぶ。

変動する環境内で表現型の可塑性
が生物進化に寄与する機構や意 義
を学ぶ。

3年Aセメスター

A系 B系

科学英語演習

動物学臨海実習＊

選択必修科目

研究活動に必須の英語での論文の読み方、プレゼンテーション法などを学ぶ。

附属臨海実験所でホヤなどを用いた生理学・発生学・行動学・解剖学実験。

医

人体解剖学

人類機能形態学実習

人体解剖学実習

人類学野外実習＊

人類生物学実習＊

生物科学共通実習

必修科目

人体の構造について、医学部と共
通の実習・講義を通して学ぶ。

人骨を対象とした形態学や、身体
運動の力学的解析手法について学
び、ヒトの形態適応と運動機能進
化を研究するための具体的方法論
を習得する。

医学部にて人体肉眼（マクロ）解
剖を行い、人体のしくみを学ぶ。

発掘実習および猿山での行動観
察実習を行う。

人類学分野の研究に必要な基本技
術を学ぶ。

器具の取り扱いや基本的な核酸・
タンパク質操作、顕微鏡観察、
データ解析法など、実験的研究
のための第一歩を学ぶ。附属臨海
実験所（神奈川県三浦市）、附属
植物園（小石川）での野外実習も
ある。

医

医

講義一覧
LECTURESa

生物科学専門実習Ⅰ～Ⅳ
動物・植物分野の各研究室が交代
で担当し、それぞれの研究室に特
色ある素材を用いた専門的な実習
を行う。各自希望の研究室を4つ
選んで参加する（動物・植物系研
究室の選択バランスには制限な
し）。

人体生化学

人体生化学実習

人体組織学実習

先史学実習

人体の物質代謝に重点を置き基礎
から臓器、病態などの生化学を学ぶ。

グループごとに生化学の基礎的な
実験、考察、発表を行う。

組織切片のスケッチを通して人体・
臓器をミクロな視点から理解する。

人類遺伝学実習
ヒトを対象とした研究の実験技術や
塩基配列データ解析法などを学ぶ。

必修科目

医

医

医

土器や石器などを素材とした考古学
・文化人類学的研究の手法を実習。

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

1マウス嗅覚神経回路の二次ニューロンをウイル
ストレーシング法により特異的にGFPラベルした。

2ヒトE S細胞から分化誘導した大脳皮質細胞。
大脳皮質の細胞が増えるメカニズムを研究するた
めの材料として使用。

3ニホンザル二足歩行のモーションキャプチャと
床反力計測。ヒトの二足歩行と比較することを
通してヒト直立二足歩行の進化を探る。

4バーチャルリアリティ装置内で歩行するショウ
ジョウバエ。様々な感覚応答のダイナミックな制
御メカニズムを探る。

5光合成活性の様子をクロロフィル蛍光イメージ
ング装置で可視化した画像。

6ショウジョウバエ変態期に観察される区画化さ
れたカルシウム振動（赤）。このカルシウムシグナル
が不要神経突起の選択的除去を誘導する。

7モデル植物シロイヌナズナの本葉におけるオー
キシン応答の可視化。組織染色（DR5：GUSを用
いたGUS染色）と透明化（mPS-PI法）による深部
イメージングにより、将来、維管束が作られる場
所でオーキシン応答が高まっている様子を細胞レ
ベルで捉えた。
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3rd year Curriculum

　少人数演習の科学英語を含む学科全
体で共通の講義のほかに、A系とB系そ
れぞれに独自の講義と実習があり、中
でも多彩な実習が3年次の特色です。A

系では医学科学生とともに人体肉眼解
剖を行い、そのマクロな仕組みについ
て学ぶ人体解剖学実習があるほか、人
類学野外実習や、霊長類の観察と試料
採取を行う猿山実習もあります。B系で
は、生物学の実験研究の基礎を習得す

るための生物科学共通実習がSセメスタ
ーにあり、Aセメスター（生物科学専門
実習Ⅰ～Ⅳ）では、各期間で動物系また
は植物系どちらかの研究室を選択して、
生理学、生理化学、発生学、生体情報
学、形態学などの基礎について実習を
行います。他にも、附属植物園（小石川、
日光）や附属臨海実験所（神奈川県三浦
市）にて、野生の動植物と直に接する野
外実習もあります。

3年次カリキュラム

1学生控室は、お昼を食べたり、レポー
トを書いたり、先生から実習の解説を聞
いたりのマルチ空間。 2光合成可視化装
置を用いて、光合成の光に対する応答を
解析中。 3 「生き物を見る眼」の養成を大
切にする生物学科では観察・スケッチ実
習がとても多い。 4最新のレーザー顕微
鏡で、蛍光タンパク質を導入した動物の
体節を観察中。 5植物から細胞を単離し、
カルスを誘導することに成功。新たな個
体まで再生させられるか!?

1 2

4

53

2nd year Curriculum

　進学内定後の第2学年Aセメスターで
は、A系B系の区別は未だなく、駒場キ
ャンパスにおいて、生物学科が開講す
る専門科目と理学部の関連学科が開講
する選択科目より、計16単位以上を学
修します。生物学科からは、生化学・
分子生物学、遺伝学、進化生物学、細
胞生物学、人類学概論などの基礎的な
生物学の科目が提供されており、自身の
学問的興味に応じて、自由に専門科目

を選択し、履修できます。他にも、上述
のように理学部の他学科が開講する第2

学年専門科目の履修も可能ですし、進
学後に科目認定届を提出し、認められ
れば、他学部専門科目（生物学に関連し
た科目）を選択科目とすることもできま
す。3年次でのA系・B系のコース選択
は、第2学年の12月頃に説明があり、1

月末までに希望を提出します。

2年次カリキュラム

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

1内定者歓迎会での一コマ。アットホーム
な学科らしさがここにも。 2本物の人骨
を詳細に観察してスケッチ。骨を注意深く
見て、名称を実物と照らし合わせながら理
解します。 3    授業につかう教科書がずらり。 

3 2

1

11

22

33

44

55

月

植物形態学

遺伝学

生物情報学基礎論

火

細胞生理学

進化生物学

動物系統分類学

水

生態学概論

木

生物化学概論Ⅰ

生化学・分子生物学

人類生物学

生物統計学

金

生物化学概論Ⅱ

骨格人類学実習

【 2年次履修例 】



7：00

7：45

8：30

12：10

19：30

21：00

0：30

13：00

朝から英語で論文紹介の練
習。一気に目が覚める……。

前日に仕掛けた実験結果を
確認、成功していたようで
ホッとした。今日は核酸を
扱うので緊張感が高い。

学生控室で同期といっしょ
にランチタイム。午後の実
験の予習がピンチでおにぎ
り片手にレジュメをめくる
ことも……。

1日頑張っておなかもすいた
ので実験メンバーで夕飯を
食べて帰る。

翌日の弁当を自炊。来週締
切りの実習レポートを書く
ため、調べものに励む。よ
くわからないので明日は家
に帰る前に図書館に寄ろう。

緊張感いっぱいの実験も。
そんなわたしのある1日

いよいよ本郷キャンパスへ!!臨海実験所に泊まり込み

春休み

4年生へ向けて

レポート・試験処理期間

古典的実験を追試するも……

実験室で、フィールドで、
生命現象の不思議さを実感

起床

自宅を出発

講義開始

お昼休み

実習開始

実習終了

1

2

3

4

5

月

生物科学共通実習

火

生物科学共通実習

水

分子進化学

生物科学特別講義

生物科学セミナー

木

動物生理学Ⅰ

生物科学共通実習

金

植物発生学Ⅰ

植物生理学Ⅰ

生物科学共通実習

帰宅

就寝

【 履修例 】3年次B系　Sセメスター
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系B
本郷キャンパスでの講義・実習がスター
ト。実験は、器具の取り扱いや基本的な
実験手法からじっくりと。

臨海実験所に1週間泊まり込み、採集
とスケッチ三昧。理生の洗礼を受ける。

ダーウィンやシュペーマンなどの古典的
実験を追試する。偉大な先人たちの努力
に衝撃を受ける日々。

レポート提出も完了して、ようやく春休
み。先輩の修論発表会へ行ってみたり。

進級をひかえ、関心のある研究室に連絡
して 「プレプレ卒研」 をする学生も。

プレ卒研の配属研究室が決定。先輩の卒
研発表を聞いて来年へ向けての勉強を始
める。臨海実習（希望者のみ）で海産生物
の生理をじっくり追求する学生も。

Start!

レポート＆試験
実験が一区切りついたらレポートと試験。

八ヶ岳か富士山での希望者だけの泊まり
込み実習。動物や植物の組織断片のスケ
ッチという宿題で大忙しの学生も。

泊まり込み実習

講義・専門実習Ⅰ
講義も実験もより専門的な内容に。

講義・専門実習Ⅲ/Ⅳ

講義・専門実習Ⅱ/Ⅲ

忍び寄る寒さ、終わらない実験…。溜ま
る一方のレポートをがんばりつつ、そろ
そろ4年次の研究室を考え始める。

日光植物園で野外実習
夏休み中は日光植物園で野外実習。築
100年の長屋に宿泊。30人分の食事作り
で大騒ぎ。夜はみんなで星空の観察会。

実験終了時刻がだんだん遅くなる……。

月4

月5

月6

月7

月9

月10

月11

月12

月1

月2

月3

3rd year Curriculum

月8

7：15

8：00

8：30

13：00

12：00

23：30

17：00

18：30

各単元の最初には大講堂で
説明を受ける。説明を真剣
に聞き、実習ではうまく役
割分担をして、その日の目
標を達成できるよう一生懸
命に取り組む。

夕飯を自炊し、翌日の実習
の予習と小テストへ向けて
勉強。1日を終えてへとへと
なので寝落ちすることも…。

体力を使う解剖だけれど、
今日は朝から頑張ったな。

まっすぐ帰る日もあれば、
控え室で復習やオシャベリ
をしてから帰る日も。

学生控室で同期といっしょ
に昼ご飯を食べる。午後に
小テストがある日は単語プ
リントをにらみながら。

実習に一生懸命取り組む。
そんなわたしのある1日

本郷キャンパスで講義・実習スタート

脳解剖実習スタート

五月祭に出店

春休み

プレプレ卒研

続くA系集中講義

いよいよ夏休み

本郷で実習に没頭の毎日。
野外実習は発掘とサル山

起床

自宅を出発

実習開始

実習開始

お昼休み

実習終了

帰宅

就寝

1

2

3

4

5

月

人体解剖学実習

火

細胞生物学

人体解剖学実習 人体解剖学実習 人体解剖学実習

水

生物統計学演習

分子進化学

人類学演習Ⅰ

木

人体解剖学

人体解剖学

金

人体解剖学実習

人体解剖学実習

【 履修例 】3年次A系　Sセメスター

系A
学期開始日の翌日から人体解剖学実習が
スタート。駒場にはなかった学生控室で
同期と勉強したり、お昼を食べたり。

人体解剖学実習が終了し、こんどは脳解
剖実習がスタート。下旬からは医学部と
共通でないA系の授業と実習が始まる。
歯の模型を作ったかと思えば、動物園で
観察を行ったりと、目まぐるしい日々。

人体解剖学実習の予習と単語テストに専
念する日々が続く。五月祭には生物学科
3年で出展、楽しい思い出に。

中旬に脳解剖試験が終了すると夏休み!

前半は医学部と共通の生化学実習で再び
予習とレポートの日々。ここで基本的な
実験操作を学ぶ。下旬からは春休み!

 4年生へ向けて、興味のある研究室に個
人的に連絡、「プレプレ卒研」をする人も。

医学部と共通でないA系集中講義が続
く。試験、予習、レポートのないA系だけ
の少人数講義を受ける日々。プレ卒研の
配属研究室が決まる。先輩の卒研発表を
聞いて来年に向けて勉強を始める学生も。

Start!

2週間ほど人類生物学実習の夏休み集中
講義。人体組織学の予習をする学生も。

夏休み集中講義
講義と実習の日々再開
医学部と共通の人体生化学・人体組織学
実習がスタート。前期より忙しくなる。
生化学ゼミは予習が大変だが、英語の論
文を読むよい訓練になるという評判。 猿の観察実習

長野県地獄谷で5日間、猿の観察実習。

夏休み中の野外実習
日本国内の遺跡での発掘。発掘と出土遺
物の記録方法を学びます。運がよければ
人骨にも会えます。

人体組織学実習の期末試験後は冬休み。
年末からは冬休み

月4

月5

月6

月7

月8

月9

月10

月11

月12

月1

月2

月3

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

動物発生学Ⅰ 細胞生物学

生物統計学演習 ゲノム動態学Ⅰ



Page_12-13

6：30

7：00

8：00

9：00

12：00

22：00

0：00

20：00

13：00

16：00

10：00

調べものをしたりサークル
活動の個人練習をしたり

あいさつがてら植物への水
やりからスタート（セミナー
がある日は出席）

実験プロトコルを準備する

待ち時間の長い実験を仕掛
けてから先輩とごはん

4年次にはほとんどの時間を研究室で過ごします。授業の有無や研究室セミナーの曜限は個人・各研究室に依ります。

簡単に夕飯を作って食べる。
勉強したり本を読んだり

居室でコーヒー

（※大学を出る時間は19：00
～23：00の間で人による）

時間と勝負の卒業研究。
そんなわたしのある1日は…

西表でフィールドワーク

卒研発表会

春休み

実験を先に進めていく

研究生活スタート卒研発表のゴールを目指して
本格的な研究生活が始まる。

起床

朝ごはん

自宅を出発

大学到着

実験

学食でごはん

帰宅

就寝

大学を出る

実験

ちょっと休憩

学科最後のフィールドワーク。マングロ
ーブ林に入ったり、独特な植物を観察し
たり。西表島固有の動物にも出会う。

特別実習Ⅰに入り、1カ所目の研究室へ
通い始める。具体的なテーマが与えら
れ、研究の基本や研究室での生活のしか
たを学ぶ。研究ペースの自己管理は大変！

データをまとめたら発表の練習。そして
ついに研究成果を大勢の前で発表だ。

先輩の修論発表会を聴きに行く人も多
い。1年間の研究生活を経験すると発表
会の聴き方にも進歩がみられる。2年後
の自分を思い描きながら聴く。

実験が軌道に乗り、徐々に結果も蓄積。
ひたすら調べものと考えごとの毎日。

Start!

卒研配属先決定

慣れてきた研究生活

特別実習Ⅲでの配属先決定。大学院出願。

特別実習Ⅱ、2カ所目の研究室へ。

下旬には大学院入試。院試勉強に邁進。
夏休み

卒研後半戦

修士課程に向かって

卒業研究はついに後半戦に突入。時間と
の戦いにみんな必死……。

修士課程の研究をスタートさせたり、学
期中にできなかった勉強をしたり。中に
は学会発表にチャレンジする人も。

卒研開始

院試の結果発表
院試が終わったところで夏休みも後半。
この機会に学会に遊びに行って様子をリ
サーチ。中旬には院試の結果発表も!

前月末からいよいよ卒業研究がスタート。

月4

月5

月6

月7

月8

月9

月10

月11

月12

月1

月2

月3

朝

昼

夜

月
研究室セミナー 

（実験の進度報告や
論文紹介）

実験や
デスクワークなど

実験や
デスクワークなど

実験や
デスクワークなど

実験や
デスクワークなど 実験や

デスクワークなど

講義に出席 実験や
デスクワークなど

実験や
デスクワークなど

実験や
デスクワークなど

実験の準備

ラボの掃除

火 水 木 金

【 1週間の流れ 】

　これまでの知識を活かし、いよいよ
最前線の生物学研究に挑戦です。講義
の単位は3年次までにたいてい取り終え
ており、4年次では研究に専念できます
（好きな講義を実習の合間に聴講する学
生さんもいます）。生物科学特別実習Ⅰ
（4～5月）・Ⅱ（6～7月）・Ⅲ（10～翌年
1月）では、最大3つの研究室をまわっ
て研究活動に参加します。配属先研究
室は、3年次にA系とB系のどちらを履修
したかにかかわらず、生物学科のすべて
の研究室から選択可能です。各研究室

の特定のテーマを研究し、研究の進め
方や実験技術を習得するとともに、研
究室内のセミナー（論文紹介）や解釈の
議論（実験報告）などの機会を通じ、ラ
ボメンバーとしての一連の研究生活を
経験します。特別実習Ⅲ（＝卒業研究）
が終わる1月末には、研究成果を発表す
る卒研発表会があります。他学科の4年
次過程と比較して卒研期間が短い分、
学部生ならではの自由で萌芽的なテー
マに挑戦できることも特徴です。

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

4th year Curriculum
4年次カリキュラム

1 増幅したD N Aを電気泳動で確認。 2

実験に使うマウスをお世話中。 3モデル
植物・シロイヌナズナの栽培風景。 4分
類研究のための標本を整理して保管。 5

1細胞遺伝子発現解析のための細胞単離
作業中。 6前日に乾燥させたクマムシの
観察中。

2

1

4 5 6

3



群馬

八ヶ岳

三崎

GUNMA

YATSUGATAKE

Misaki

日光
Nikko

実際の調査現場で5日程度の発掘作業を行います。発掘といえどもただ掘るだけ
ではありません。遺物の出土した位置や地層を記録することも大切です。また、
動物化石、植物化石、古環境復元等の分析用の試料収集の一端も学びます。

附属植物園日光分園に宿泊し、分類学の実習を行います。園内観察のほか、白
根山や中禅寺湖、その他周辺の里山にも赴き、植物の分布にも着目して知識を
増やします。そして食事は毎食自炊、学科同期と他学科聴講生で約30人分の
食事をわいわい作って食べます。

冷温帯や亜高山帯における樹木の生態を理解するための実習です。斜面に区画
を張って植物種や分布、占有率などのデータを取り、区画内の木々がどのよう
な戦略で共存しているのかを考え、森林の成り立ちを理解します。自由な課題
を設定して解析も行います。おもに分類学を目的とした他のフィールド実習にく
らべ、実践的な習得の多い実習です。＊実習地は富士山への変更もあり

附属臨海実験所に1週間にわたって泊まり込み、海産生物の分類実習を行いま
す。磯や干潟での採集のほか、ドレッジ採集などなかなか経験できない手法も
用いるため、多様な分類群の動物にじかに触れることができます。採集した生
物をスケッチすることで観察眼を養います。また、希望者は冬の臨海実習にも
参加することができ、こちらでは生理学や発生学を中心とした実験を行います。
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長野
Nagano

　生物学科の最大の特色の一つは、バラ
エティに富んだ野外実習コース群でしょ
う。学科が保有する日光の附属植物園分
園や、三浦の臨海実験所の活用も生物学
科ならではですが、日本各地を舞台に、
いろいろな野外実習メニューを提供し
ますので、それぞれの地域の生態系を実
地で感得できます。対象とする生き物
も、海産動物、海藻、温帯林や亜熱帯
林の動植物など多岐にわたっており、
さまざまな生物に触れる機会が得られる
でしょう。また野外実習ならではのポイ
ントとして、自然地形、天候など、人の

意思ではどうにもならない要素への対処
法、すなわちフィールドワークの基礎も
身につきます。コースによっては、分類
学や生態学のような、古くから野外実習
で扱ってきた分野のみならず、生理学や
発生学などを扱うのも、さまざまな研究
分野を広くカバーする本学科の特徴で
す。東西に長く、標高差も大きな日本列
島の多様な自然環境と、そこに息づく多
様な生物のありかたを知るには、必須の
コースです。

亜熱帯気候・島嶼環境における植
物の生態を現地で学ぶ、もっとも
大規模なフィールドワーク実習の
ひとつです。島のさまざまな環境
に適応して構築された植生は大変
興味深く、腰まで海水に浸かりな
がらマングローブ林を進む経験は
圧巻です。植物以外でも八重山の
固有種が多数観察できます。はた
してイリオモテヤマネコには会え
るのか……?

霊長類の生体観察の実習を行います。ニホンザ
ルが多く生息する地獄谷野猿公苑にて個体識別
や行動の観察を行い、群の仕組みや個体同士の
関係を理解します。性別や年齢による差も興味
深いです。生体調査を目的とした個体捕獲の手
段としての吹き矢の模擬作製も体験します。ま
た、実習で採集したサンプルは、後で行う実験
の材料とします。観察から実験までを学べる実
践的な実習です。

Outdoor Practice
野外実習

西表島
Iriomote Is.

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo



ければ大きく、その状態から遠ざかると小さ

くなるように報酬を設定し、シミュレーショ

ンを行いました。

　筋力が全く作用しない場合は、当然のこと

ですが、筋骨格モデルは重力の作用によって

崩れ落ちて転倒してしまいます。しかし、強

化学習の枠組みに基づいて筋骨格モデルが試

行錯誤的に筋力を発生し、そのとき起こる身

体の状態を報酬に基づいて評価することで、

筋骨格モデルは徐々に転倒までの時間を長く

することができるようになり、最終的にはヒ

ト筋骨格モデルの静止立位制御を実現するこ

とが可能となりました［図3］。ただし、ここ

までの道のりは決して平坦ではなく、不安定

他自由度系であるヒトの身体の立位制御は、

予想以上に困難な問題であることを再認識し

ました。今後、学習によって獲得された神経

回路の入出力関係を解析することで、ヒトの

静止立位制御のメカニズムを抽出し、それを

踏まえてヒトの二足歩行シミュレーションに

発展させていくことを考えています。

　卒業研究では、新規性の強いテーマでも私

の興味に基づいて、荻原先生や研究室の先輩

方にご指導いただきながら、自由に取り組ま

せて頂くことが出来ました。自主自立の精神

の強く幅広いテーマを扱う学科ならではの、

大変有意義な研究活動となり、自分の関心に

基づいて問いを立て、仮説、検証方法を考え

る素地を学ぶことができました。

　ヒトは、力学的には本来不安定な二足姿勢

を倒れないように維持したり、凹凸のある地

面を二足で歩いたり、無意識のうちにあらゆ

る運動制御を行っています。この二足歩行の

制御を司るのは、脳ー脊髄の神経回路網で

すが、この運動制御の仕組みはまだ十分に理

解されていません。歩行運動は、筋骨格系、

神経系、環境の力学的相互作用により生成さ

れています。このため、近年ではコンピュー

タでこれら3つの系の相互作用により作られ

る歩行運動を再現し、そのメカニズムを明ら

かにしようとするシミュレーション研究が進

んでいます。このようなヒトの二足歩行シミ

ュレーションを実現すれば、ヒトの直立二足

歩行運動の力学・制御メカニズムの理解に寄

与するばかりでなく、加齢や疾患に伴う歩行

障害の予測や治療・介入法の確立、生体親和

性の高い補装具や歩行アシスト装置の設計、

さらには、ヒトの直立二足歩行の進化プロセ

スの解明など、幅広い応用が期待されます。

　従来の歩行シミュレーションは、筋の基本

神経支配構造に基づいて構築されてきました。

しかし、歩行を司る複雑な感覚運動神経系の

全体像は必ずしも明らかになっておらず、適

切な歩行運動を実現する神経回路モデルを構

築することは困難を極めていました。一方で、

歩行シミュレーションの生物学・医学応用の

ためには、この壁を乗り越える必要がありま

す。その方法として、近年は深層強化学習の

手法を用いることで、歩行神経系を構成論的

に明らかにしようとするアプローチが注目さ

れています。私は、このヒトの神経筋骨格モ

デルに基づく二足歩行の強化学習に興味を持

ち、卒業研究では、その第一段階として、静

止立位制御シミュレーションを実現すること

を試みました。

　強化学習は、試行錯誤的に動作を行い、善

し悪し（報酬と呼ぶ）を評価することで、よ

り適切な行動をとれるように学習していく方

法です。［図1］わかりやすい例は、自転車の

乗り方の習得です。我々は自転車に乗るとき

に、最初のうちは何度も転びながらも、試行

錯誤的に転ぶまでの時間や移動距離を徐々に

長くしていきます。すぐ転んだので-20点、

少し長い距離進めたので+60点のように報酬

を定量化することで動作の評価を行い、成功

と失敗を繰り返しながら自転車に乗る運動制

御を学習していくのが強化学習です。本研究

では、多層のニューラルネットワークにより、

現在の感覚情報から二足姿勢を維持する各筋

への運動指令を生成する神経回路をモデル化

して、強化学習の枠組みを用いてヒト筋骨格

モデルの静止立位制御を試みました。

　本研究で用いたヒトの身体モデルは、スタ

ンフォード大で開発された解剖学的に精密な

3次元筋骨格モデルです。神経系は下肢の計

22筋への運動指令を0～1の連続量として出

力し、各筋は筋張力を生成することで身体は

運動します。一方、筋紡錘やゴルジ腱器官な

どの自己受容器が感知する、筋の長さ、筋の

収縮速度、筋力など計97の感覚情報が神経回

路に入力されることで、神経系モデルは構築

されています。［図2］

　本研究では、静止立位を保つことができて

いる姿勢、すなわち体幹角度・角速度、下肢

の関節の角度・角速度がゼロである状態に近
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土居明莉
所属研究室：人類進化生体力学研究室

深層強化学習による
ヒト3次元神経筋骨格モデルの静止立位制御

　水は生体中でさまざまな生体反応を行う場

として重要な物質であり、ほとんどの生物は、

体から水分が失われると死んでしまいます。

しかし、ごく一部の生物は、体が脱水しカラ

カラに干からびても生存するという極限的な

乾燥耐性をもつことが知られています。その

代表例の1つがクマムシ類です。高い乾燥耐

性を有するクマムシは、周囲が乾燥すると体

内の水を徐々に失って縮こまった「乾眠」と

呼ばれる脱水状態になります［図1］。この状

態では代謝活動は止まっていますが、再び水

を加えると数十分で活動を再開します。私は、

クマムシのこの乾燥耐性に注目し、耐性に寄

与するタンパク質の性状について研究を行い

ました。

　クマムシ固有の耐性タンパク質DRPは、ク

マムシの中でも特に乾燥耐性の高いヨコヅナ

クマムシRamazzottius varieornatusから同定さ

れたもので、普段は特定の構造を取りません。

ヒト培養細胞に発現させると細胞質全体に広

がって存在しますが、細胞を高浸透圧条件に

曝して弱い脱水ストレスを加えると可逆的に

線維構造を形成します。タンパク質の線維化

は溶液のゲル化を誘導する例があること、ゲ

ルという構造は脱水・吸水時に内部構造を維

持するのに適していることから、DRPの線維

化はゲル化を介して乾燥耐性に寄与している

可能性がありました。 しかし、実際にDRP

がゲル化能をもつかは分かっていませんでし

た。  

　そこで私は、DRPタンパク質が脱水に応答

してゲル化する能力をもつかを試験管内で検

証することにしました。脱水を模擬する方法

として水分子を奪う薬剤（以下、脱水模擬剤）

を用いることにしました。脱水模擬剤をDRP 

溶液に添加したところ、見事に白濁が見られ

ました［図2］。ところが、この溶液を取り出

しても、なかなかゲルのような塊は確認され

ません。

　繰り返しDRPタンパク質を調製し様々な条

件検討を行った結果、高濃度のDRP溶液を使

うことが重要であることに気付きました。タ

ンパク質の調製には一週間近くかかるため、

失敗が続くとその分時間を空費してしまうこ

とになります。「もうこれでダメなら諦めよ

う」と思った何度目かの挑戦で、ついにDRP 

溶液の一部がゲル状に凝固する条件を見出し

ました［図3］。驚いたことに、このゲル状の

クマムシに固有な乾燥耐性タンパク質の
ゲル状凝固

所属研究室：細胞生理化学研究室

渡邊健斗

塊は空気中に数分放置するだけで再溶解し、

元の透明な溶液に戻ることが観察されました。

これらのことから、DRPは線維化を誘導する

脱水ストレスに応答してゲル状に凝固するこ

と、またこの凝固は可逆性を持つことが示唆

されました。溶液が凝固しているのが分かっ

た時、感動したのをよく覚えています。

　さらに、DRPのゲル状凝固と線維化との関

連性を検証すべく、当研究室の先行研究で作

成されていた線維化しない変異DRPを用いて

同様の実験を行いました。その結果、変異 

DRP溶液では凝固は見られず、完全に液体の

ままでした。この結果から、DRP溶液の脱水

ストレス依存的なゲル状凝固はDRPの線維化

に伴う現象であることが示唆されました。

　半年間の短い研究でしたが、DRP溶液のゲ

ル状凝固という面白い現象を発見することが

できました。なかなか思うような実験結果が

得られず、思い悩んだ時期もありましたが、

親身になって指導してくれた先生や先輩方の

おかげでなんとか無事に卒業研究を終わらせ

ることができました。

　さて、私はもともと非モデル生物のエボデ

ボについて学びたいという思いがあり、大学

院の進学先は臨海実験所を選びました。しか

し、クマムシの乾燥耐性メカニズムにも興味

を惹かれたので、卒研ではその研究に取り組

んでみました。卒研と大学院で同じ研究室を

選ぶのも良いですが、自分の知的好奇心を大

事にして、少しでも面白そうだなと思ったら、

卒研と大学院で違うことを研究するのも、別

の視点を持つことができて良かったと思って

います。卒研で学んだ経験は、たとえ分野が

違っても、あるいはむしろ違うからこそ大学

院以降の研究で必ず役に立つはずです。 

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

graduation research

A：通常状態　B：乾眠状態

A：チューブから
取り出した直後　
B：3～4分放置後

［ 図1 ］ヨコヅナクマムシRamazzottius 
varieornatus の乾眠 

［ 図3 ］高濃度DRP
溶液の脱水模擬剤
添加によるゲル状
凝固と溶解 

［ 図2 ］ヒトの3次元筋骨格モデルとニューラルネットワーク

［ 図1 ］強化学習の流れ

［ 図3 ］静止立位制御の結果

筋力が作用せず
倒れる様子

学習直後、運動が
安定せず倒れる様子

学習が進み静止立位が
実現した様子

A

B

A：脱水模擬剤を添加した溶液　
B：添加していない対照

［ 図2 ］脱水模擬剤の添加によって白濁するDRP溶液 

A

A

B

B
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卒業研究紹介

運動指令

報酬

-20点！

+60点！感覚情報

長期的報酬を最大化するように方策を学習

アップデート

NN：ニュートラルネットワーク 報酬

運動指令

ノイズ

感覚情報
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　被子植物は動物に花粉を運ばせるためにさまざまな

適応を遂げている。植物と送粉者の関係の中でもひと

きわ注目される系が、植物が送粉の見返りに種子を送

粉者の幼虫の餌として提供する絶対送粉共生だ。小石

川植物園の川北篤と京都大学の加藤真は、コミカンソ

ウ科の約500種の植物と、それらの種子を特異的に食

害するハナホソガ属のガとの間に新しい絶対送粉共生

を発見した。ハナホソガのメスは幼虫の餌となる種子

を確保するため、口吻を使って雄花で能動的に花粉を

集め、それを雌花の柱頭にこすりつけるという驚くべ

き行動をもつ。孵化した幼虫は果実内の一部の種子の

みを食害し、食べ残された種子が植物の繁殖に使われ

る。コミカンソウ科

における絶対送粉共

生系の発見は、イチ

ジクとイチジクコバ

チ、ユッカとユッカ

ガの系に次ぐ世界3

例目、およそ100年ぶ

りの発見であった。

　エドワード・モース（Edward Morse, 1838-1925）は

明治10年（1877）に来日し、2年間、東京大学の初代

教授として動物学科の創設にあたった。ダーウィンの

進化論をはじめて紹介したのもモースである。彼は教

育・研究用の設備の一環として江ノ島に臨海実験所を

作り、これが後に三崎臨海実験所が開設される伏線

となった。もう一つ注目すべきは、大森貝塚の発掘調

査である。もともと貝類の専門家として、アメリカ東

海岸の貝塚に関心を抱き、考古学的な発掘の知識を

もっていたモースは、来日早々横浜から東京に向かう

汽車の窓から大森の貝塚をみつけ、これを調査した。

本邦初の貝塚調査であるとともに、当時の日本人がほ

とんど考えても見なかったような有史以前の石器時代

人の生活の痕跡が、東京の郊外に残されていたという

事実を内外に明らかにした。モースの発掘で特筆すべ

きは、掘り出された土器、石器、骨角器、獣骨、人骨

などのすべてを科学的な古代研究の資料として扱った

ことである。2年後の 1879年には発掘の成果を英文 

〝Shell Mounds of Omori〞 和文 「大森介墟古物編」 と

題する報告書にまとめて出版した。これらは東京大学

による学術研究報告刊行の嚆矢として、その後の各学

部の紀要刊行のモデルとなった。写真の原図・出版物

は出土遺物とともに2号館（人類）に保管されてきた

ものである（現在は東大博物館にある）。

新しい絶対送粉共生系を
100年ぶりに発見

モースと大森貝塚

上／大森貝塚発掘報告書
原図（写真／東京大学博
物館人類先史部門）
下／モース氏「大森介墟
古物編　第一板」（モー
ス、1879より）

もっとたくさんのトピックスが生物学科WEBサイトに‼

ぜひご覧ください。 http://www.bs.s.u-tokyo.ac.jp/biol/

　イチョウの精子は雌の木か

らでないと見つからないのは

ご存じだろうか。その精子を

発見したのは、理学部植物学

教室の助手であった平瀬作五

郎で、1896年のことだった。

平瀬は小石川植物園の中央に

あるイチョウに小屋がけをし、若い状態のいわゆるギ

ンナンを毎日調べていた。種子植物にも精子が存在す

ることを世界で初めて発見したこの成果は、日本の近

代植物学最初の功績とも言われている。このイチョウ

の精子の発見の2ヵ月後には、当時、助教授であった

池野成一郎がソテツの精子を発見した。池野が精子を

観察したソテツは、鹿児島産だったが、その子孫が正

門から入ってすぐ左手に見られる。

　珍渦虫は100ｍ以深の海底に生息する謎の動物であ

る。その系統学的位置は長らく不明であったが、近年

の分子系統解析によって原始的な左右相称動物と考え

られている。珍渦虫は長らくスウェーデン沖に生息

するXenoturbella bockiだけが知られていたが、2016年

に北米西岸から4種が発見された。臨海実験所の幸塚

久典らは珍渦虫を日本から初めて発見し、6番目の種　
X. japonicaとして新種記載した。これは西太平洋から

の珍渦虫の最初の報告である。珍渦虫は分子系統学的

に〝深海性〞と〝浅海性〞の2グループに分けられるが、

本新種は両グループの特徴を共有していることから、

珍渦虫の進化についての新

知見が多く得られた。本種

の生息地は臨海実験所に近

いため、より詳細な研究が

進むと期待される。

　物理学者ニュートン（1643-1727）は、リンゴの実

が木から落ちるのをみて 「万有引力の法則」 を発見し

た、という伝説がある。小石川植物園にある 「ニュ

ートンのリンゴの木」 は、1964年、英国国立物理学

研究所所長を務めていたサザーランド卿から、日本学

士院院長だった化学者、柴田雄次教授（植物園内に

ある柴田記念館にゆかりの生化学者、柴田桂太教授の

兄）にあてて寄贈された接ぎ木苗に由来する。ところ

がこの苗は来日に際しての検査の結果、ウイルス病に

感染しているとして焼却処分になりかけた。しかしそ

の歴史的経緯から特別措置として、植物園内での隔離

･ウイルス除去の試みがなされ、幸いそれが成功して

1981年より公開されるようになった。このニュート

ンのリンゴの隣には 「メンデルのブドウ」 がある。遺

伝学の基礎を築いたメンデルの、ブルノ修道院の庭に

あったとされる木に由来しており、1914年、第2代園

長の三好学教授に贈られた枝を挿し木して育てられた

ものである。ブルノ修道院からはその後、この個体は

絶えてしまったため、

小石川植物園から里帰

りを果たした。ちなみ

にどちらも酸っぱくて、

今の味覚では生食には

向かない。

イチョウの精子
の発見

「謎の動物」珍渦虫を
日本から初めて発見

ニュートンのリンゴの木と
メンデルのブドウの木

RI-NA-MA TOPICS

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

理生な大発見物語 & トリビア

木々の多い本郷キャンパスの中でも、理学部2号館の

周りはとりわけ緑豊かだ。建物の周りには、江戸時代

から続くツバキの変わり種や生物学科の教員の研究か

ら明らかになったムラサキシキブの自然雑種など、興

味深い植物が多く植えられている。解説も添えられて

いるので、講義や実習の息抜きにぜひ探してみてほし

い。

探してみよう、フシギな植物
…2号館の植栽



卒業生からのメッセージ
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　生物学科の卒業生、生物科学専攻の
修了生の多くは、大学をはじめとする研
究機関で、その重要なメンバーとして活
躍しています。下のグラフは、2012年
3月～2020年 3月の生物学科卒業生227

名、生物科学専攻修士課程修了生559名、
博士課程修了生185名の卒業後の進路を
示しています。学部卒業生の76％が生
物科学専攻修士課程に進み、修士課程
修了生の43%が同博士課程に進んでい
ることがわかります。同専攻博士課程修
了生はその83%が、研究職ないしは研究
に関連した職についています。その中に
は、大学教員、国内および国外でのポス
トドクトラルフェロー（博士研究員）、
国公立および民間の研究所の研究員が
含まれます。

さまざまな分野に活躍の場があります

生物科学専攻博士課程進学  243名

理学系研究科進学  172名

 ポストドクトラルフェロー
（学振特別研究員など国内研究機構）  59名

他研究科・
他大学大学院等への進学  14 名

国公立研究所・民間企業研究所・
民間企業など  234名

就職・研究生・その他  86名

就職・その他  41名

研究生・その他  76名

国公立研究所・民間研究所  10名他研究所・他大学への進学  6名

ポストドクトラルフェロー
（国外の大学・研究所など） 3名

大学（助手など）・官公庁  27名

学部卒業生

2012年 3月以降
主な就職先（順不同）

修士課程修了生 博士課程修了生

ジョンソン・エンド・ジョンソン、ベ
ネッセコーポレーション、医学書院、
大島造船所、医学部学士編入、北海道
大学医学部研究科、経済産業省

【海外の大学・国立研究機関・官公庁
など】
Max Planck Institute、 National Institutes 
of Health、 Baylor College of Medicine、
Imperial College London、Heidelberg 
University、University of Cal i fornia 
Davis、日本学術振興会、国立遺伝学研
究所、自然科学研究機構、物質・材料
研究機構、理化学研究所、産業技術総
合研究所、国立国会図書館、環境省、
防衛省、農林水産省、特許庁、国際協
力機構、全国農業協同組合連合、博物
館、県庁、市役所など
【民間企業・他】
アステラス製薬GEヘルスケア・ジャ
パン、住友化学、小林製薬、第一三共、
中外製薬、医学生物学研究所、ノバル
ティスファーマ、ファスマック、グラ
クソ・スミスクライン、本田技研工
業、日本 IBM、日立製作所、興和、東
レ、東京ガス、NECソフト、NTT東日
本、パナソニック、住友商事、三菱商
事、日本経済新聞社、味の素、協和発
酵キリン、グリコ乳業、森永乳業、サ
ントリーホールディングス、宝酒造、
JT、DeNA、富士通ビー・エス・シー、
avex、NHK、長谷工コーポレーショ
ン、ベネッセコーポレーション、アク
センチュア、野村総合研究所、医学出
版、東京書籍、三菱化学メディエンス、
住友生命保険相互、ゆうちょ銀行、シ
ティバンク銀行、りそな銀行、高島屋、
ロッテ、リクルート、全日本空輸、み
ずほ証券、モルガン・スタンレー・ジ
ャパン、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、帝人、日清製粉、東京電力、
大鵬薬品工業、ライオン、P&G など

学部卒業生

大学院（修士・博士課程）修了生
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After graduation

忘れられない
楽しく学んだ 3年次の実習

生き物に触れながら
真摯に学べる環境です

世界の不思議を自分で
考え・動き・調べ・発見

今も私を支えてくれる
理学部での経験

　高校で生物を履修していな

かった私ですが、以前から生

物の脳に興味があったので生

物学科に進学することに決め

ました。

　最初は、授業についていけ

るかどうか不安に思っていま

したが、授業は基礎的なこと

から始まるので、進学選択後

に生物を勉強し始めた自分に

も理解でき、その不安は杞憂

に過ぎませんでした。特に3

年生の実習では、遠くの海

や山などに出て実際の生物に

触れながら学ぶ機会が多くあ

り、そこでとても楽しく学ん

だ内容はきっと忘れられない

でしょう。4年生からは待望

していた脳の研究を実際に行

うようになり、衝動性の神経

基盤についての研究を行いま

した。大学院でも自分の興味

に従ったやりがいのある研究

ができることをうれしく思い

ます。

　生物学科にまだ動物学コー

スという名前があった頃から

現在まで、生物学科で過ごし

ています。

　途中で短期留学を経験し、

産休・育休も取得しながら、

神経科学を専門とする研究生

活を続けています。

　私が学生である時から、

生物学科は「古き良き伝統」

と 「最先端」 の研究が混ざり

合う場所でした。特に実習が

充実しており、さまざまな研

究手法が学べるだけでなく、

自分で問いを見つけ、答えを

探る力がとても鍛えられまし

た。

　生物学科にはここでは書き

きれないほど、生き物に触れ

ながら真摯に勉強・研究した

い学生にとって恵まれた環境

（人・制度・設備）がありま

す。学生の皆様にもぜひ、生

物学科で充実した生活を過ご

してほしいと思います。

　生物学科で、3年次は基礎

生物学系、4年次は人類学系

の内容を学びました。そして

今は、国会・法律・税制etc.

と日々格闘しております。

　りなまで自分の好きなこと

をしっかり学べたからこそ、

私は大好きな生物学から卒業

してまったく違う道を選択で

きました。自分の好きなこと

はここにあるが、やりたいこと

はまた違うところにある、と気

付くことができたからです。

　現在、理学部で学んだ 「知

識」 を活かす機会はほぼゼロ

です。ただ理学部で積んだ「経

験」 は、今までもこれからも

私を支えてくれています。

　最終的にどんな道に進むと

しても、自分の好きなことを

しっかり学んだという経験は

何にもかえられない貴重なも

の。心の従うままに思い切っ

て自分の道を選んでみてくだ

さい。そこからしか見えない

景色は、たくさんあります。

　生物学科では4年生から研

究室に配属され、研究の一

端を経験できます。私は学

部 4年から修士課程の間、
Chlamydomonasの走光性調節

機構について研究していまし

た。

　生物学科には世界の不思議

を自分で考え・動き・調べ・

発見する理学ならではの面白

さ、それを可能にする環境が

整っています。「自分で考え

動く」 ことは社会でも重要な

要素です。言われたことをや

るだけでは大したValueは発

揮できません。理学部での生

活でこの基本姿勢を学ぶこと

ができたと思います。また、

当然ですが、一学生の力のみ

では研究を前進させることは

できません。「チーム（指導

教官・先輩）を巻き込みなが

ら前進する」 姿勢も研究生活

で得た重要な財産であり、会

社生活でも大いに役立ってい

ます。

奥山 圭
2017年度  生物学科卒業 
東京大学  理学系研究科  生物科学専攻  修士課程

馬谷千恵
2015年度  生物科学専攻  博士課程修了
東京大学  大学院理学系研究科  生物科学専攻  助教

水﨑由貴
2016年度  生物学科卒業
経済産業省

持地翔太
2012年度  生物科学専攻  修士課程修了
住友商事株式会社

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo
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駒場生のうちに知っておきたいこと

A

A

Q

Q

夏と春の長期休業中にA・B系共通の集中講義（生

物科学特論）が複数開講されます。こちらは主に外

部講師を招いた講演（2日間連続）を行います。ま

た、A系独自の集中講義もあり、こちらは開講時期

が毎年変わりますが、概ね医学部での実習のない

12月と1月に行われます。こちらも外部講師による

概要的な講義が中心です。

高校生物を未履修の学生の人数は、例年2割から5

割程です。化学や物理の基礎知識を持ちながら、生

物学を学ぶことはアドバンテージにもなるので、心

配ありません。

集中講義の日程が知りたい。

高校で生物を
勉強していない人の比率は?

A

Q

生物学科ではミクロ（分子レベル）からマクロ（生

態系や進化）まで幅広い視点をカバーしており、

対象生物も人類・動物・植物と多様で、視野を狭め

ることなく〝生き物〞にアプローチする教育方針が

大きな特徴です。当学科で行われている研究も、さ

まざまな生命現象の不思議を解明することを第一の

動機として行われるものが多いです。実習でも現象

を自らの目でしっかり観察することに重きが置か

れ、実際に手を動かしたりフィールドに赴いたりす

る機会が他学科と比べ非常に多いです。

生命系の他学部・他学科と
比べたときの特徴は?

A

Q

できます。3年生は、平日の練習には実習終了後に

途中参加する人が多いです。試験勉強は講義や実習

のない試験直前期に取り組む人が多く、普段の講義

にしっかり出席し、限られた時間で勉強する工夫を

しています。4年になり研究生活に入るとより自分

のペースに合わせやすくなります。運動会など忙し

い部活と両立している先輩がたくさんいますので、

進学したらぜひ話を聞いてみてください。

部活やサークルとの両立はできるの?

生物学科パンフレット制作委員会

細山田デザイン事務所
芦野公平

生物学科教員、事務室、
在学生（当時）坂本優希／堀尾知華子／
吉田渚沙

企画・編集：

制作協力：
イラスト：

A

A

A

Q

Q

Q

A系の野外実習は、9月に群馬県の山間部での発掘

実習、10月に長野県での霊長類系統・野外観察実習

が開かれます。B系の野外実習は、三浦半島の臨海

実験所（5月／1月）や日光の附属植物園分園（8月）

のような学科独自の設備を使った実習に加え、西表

島（5月）や富士山（9月）など遠隔地での実習も開

かれます。費用については、どの実習もできるだけ

学生さんの負担がなくなるよう、上限付きではあり

ますが概ね半額～大部分を学科予算から拠出してい

ます。

指導体制やコアタイムの有無、メンバー間の雰囲気

などは研究室によりさまざまです。ぜひ積極的に研

究室見学に行き、自分にあった研究室を見つけてく

ださい。どの研究室も基本的に学生の興味が尊重さ

れ、指導に熱心です。

取れます。理学部及び他学部の専門科目で生物学と

関連のあるものについては、あらかじめ当学科に申

請し認められれば選択科目として単位に加算するこ

とができます。細かい要件は進学後に履修手引きに

記載してあります。ぜひ広い視野をもって生物学に

挑んでください。

通常の講義期間以外や、
遠隔地での実習について知りたい。

研究室の雰囲気は?

他の学科の講義は取れるの?

A

Q

その日の実験メニューや班ごとの進度、予習の精度

等により変動するので、参考程度にお読みくださ

い。A系の実習は、人体解剖学実習（4-6月）は平

均18時頃に終了します。10月からの組織学実習も

最長で18時頃までです。B系の実習は、共通実習（S

セメスター）の間はおよそ5限終了時刻までに終わ

ります。Aセメスターの専門実習のほうが全体的に

内容が濃く時間も長くなりがちですが、19時台に

終了する日が多い印象があります。生物を扱う特性

上、どうしても突発的に終了が遅くなってしまうこ

とがあるので、平日の夜はある程度柔軟に対応でき

る予定にしておくといいかもしれません。

3年次、実験は何時ごろ終わるの?

A

Q

真面目で自由な発想をもち、生き物好きな学生が多

いです。また、実習や打ち上げなどで交流する機会

が多いため、学年を超えた学生間や学生・教師間の

距離が近く、アットホームであることも特徴の一つ

です。

学科の雰囲気は?

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

Q&A



（小石川植物園理学部
に附属）

理学部生物学科設置

植物学科、植物園に移転

植物園日光分園設置
（理学部に附属）

明治天皇即位

日露戦争が始まる
夏目漱石が「吾輩は猫である」を発表

関東大震災

終戦

東京オリンピック

東京大学理学部生物学科　
〒113-0033 東京都文京区本郷7丁目3番1号  TEL 03-5841-4451

理学部 2号館

臨海実験所（1886年ごろ）

小石川植物園

日清戦争が始まる

第一次世界大戦勃発

東日本大震災

第二次世界大戦勃発

理学部2号館竣工
動物学科、
植物学科移転

人類学科設置

理学部
動物学科
植物学科
人類学科

コースの廃止、
カリキュラムの統合

生物学科統合　

理学部生物学科設置
人類学コース
植物学コース
動物学コース

（理学部に附属）
臨海実験所設置

HISTORY

理学部動物学科、
植物学科設置
本郷へ移転

1877

1886

1897

1902

1868

1904

1923

1945

1964

1894

1914

2011

1934

1939

1947

1949

2004

2010

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

東京大学創立

帝国大学と改称

東京大学と改称

国立大学法人東京大学となる

東京帝国大学と改称


